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●歴史研究所をオープンします 
●平成14年度決算 

大平県民の森「紅葉祭り」 
透きとおる秋空の下 
お弁当を持って自然を満喫 
勇壮な太鼓の音色が 
森の中いっぱいに響き渡っていました 



昭和の初期の銀座 

太宰松（昭和13年） 

愛宕の祭り（昭和30年代） 

歴
史
研
究
所
を 

オ
ー
プ
ン
し
ま
す 
21
世
紀
を
迎
え
た
今
、
地
域
の
人
々
が
、
自
然
と
調
和

し
て
、
い
き
い
き
と
し
た
文
化
的
で
豊
か
な
暮
ら
し
を
実

現
し
て
い
く
た
め
に
は
、
地
域
が
も
つ
優
れ
た
点
や
問
題

点
を
考
え
な
が
ら
、
課
題
を
解
決
し
て
い
か
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。 

地
域
が
こ
れ
ま
で
た
ど
っ
て
き
た
歴
史
、
す
な
わ
ち
過

去
に
お
い
て
人
々
が
営
ん
で
き
た
生
活
の
集
積
を
、
冷
静

に
見
つ
め
、
明
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
は
、
地
域
の
未
来

を
切
り
拓
く
た
め
の
糧
と
な
る
は
ず
で
す
。 

地
域
の
歴
史
・
文
化
を
調
査
、
研
究
し
て
市
民
の
皆
さ

ん
に
成
果
を
お
伝
え
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
人
材
の
育
成

と
活
力
あ
る
地
域
社
会
の
創
造
を
行
う
こ
と
を
目
指
し
て
、

「
飯
田
市
歴
史
研
究
所
」
を
設
置
し
ま
す
。 

「
歴
史
」っ
て
な
に
？ 

「
歴
史
」
と
い
う
言
葉
か
ら
連
想
さ
れ
る

の
は
、
学
校
で
習
っ
た
、
年
号
と
時
の
権
力

者
の
変
遷
だ
と
思
い
ま
す
。 

し
か
し
、
こ
の
研
究
所
で
扱
う
歴
史
は
、

そ
れ
と
は
異
な
り
ま
す
。 

歴
史
と
は
、
中
央
で
起
こ
っ
た
大
き
な
出

来
事
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
飯
田
市
に

も
歴
史
が
あ
り
、
か
つ
て
の
村
々
に
も
歴
史

が
あ
り
、
さ
ら
に
家
族
、
個
人
に
も
歴
史
は

あ
る
の
で
す
。 

小
さ
な
単
位
で
の
歴
史
、
い
わ
ゆ
る
「
地

域
史
」
は
、
と
も
す
れ
ば
人
々
の
記
憶
か
ら

薄
れ
て
い
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

「
歴
史
」
を
研
究
の
対
象
と
し
て
、
未
来
の

市
民
に
伝
え
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。 

な
ぜ
飯
田
で
？ 

全
国
の
中
で
も
、
飯
田
下
伊
那
は
歴
史
研
究

の
資
料
が
と
り
わ
け
豊
富
に
残
さ
れ
た
地
域
で

す
。 こ

れ
ま
で
も
多
く
の
研
究
者
が
飯
田
を
訪
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
地
域
性
を
最
大
限
に

生
か
し
た
研
究
所
の
設
置
は
、
地
域
文
化
の
強

力
な
発
信
源
と
な
り
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な

が
り
ま
す
。 

ま
た
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
研
究
者
が
と
も
に

活
動
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
地
域
固
有
の
知
識

と
専
門
性
が
結
び
つ
い
て
豊
か
な
成
果
を
生
む

こ
と
が
で
き
、
さ
ら
に
は
、
将
来
に
向
け
て
の

人
づ
く
り
と
も
な
り
ま
す
。 

何
の
た
め
の
研
究
？ 

歴
史
・
文
化
資
料
の
研
究
を
通
じ
て
、
こ
の
地
域
の
歴
史

を
実
際
に
「
今
」
暮
ら
し
て
い
る
人
々
が
再
確
認
で
き
れ

ば
、
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
上
で
、
大
き
な
力
に
な

る
は
ず
で
す
。 

こ
れ
ま
で
、
行
政
が
計
画
し
た
「
ま
ち
づ
く
り
」
と
は
、

と
も
す
れ
ば
画
一
的
に
な
り
が
ち
な
も
の
で
し
た
。 

飯
田
市
が
飯
田
市
と
し
て
将
来
に
わ
た
っ
て
輝
き
続
け
る

た
め
に
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
地
域
の
歴
史
や
文
化
に
つ
い

て
の
認
識
を
深
め
、
そ
の
財
産
を
共
有
し
て
、
ま
ち
づ
く
り

に
活
用
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。 

研
究
所
の
活
動
を
、
こ
の
よ
う
な
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
、

「
環
境
文
化
都
市
」
の
実
現
に
役
立
て
た
い
と
考
え
ま
す
。 

　
月  

市
役
所
上
郷
支
所
庁
舎
２
・
３
階 

歴
史
研
究
所
を 

オ
ー
プ
ン
し
ま
す 
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第1回地域史研究集会 

こ
ん
な
事
業
に 

　
　
取
り
組
み
ま
す 

史
料
調
査
と
公
開 

研
究
活
動 
教
育
活
動 

連
携
を
大
切
に
考
え
ま
す 

市
誌
の
編
さ
ん 

飯田アカデミア2003

第５回講座 

第６回講座 

第７回講座 

第８回講座 

歴史写真展 
11月12日昌～19昌 

りんご庁舎２階　市民サロン 

「仏教美術史の新しい道」 

　飯田市美術博物館館長　　井上　　正 
　京都造形芸術大学教授 

「中世の道」 

　東京大学史料編纂所教授　榎原　雅治 

「平安時代の地方社会と王朝国家」 

　東京大学史料編纂所教授　加藤　友康 

「女性にみる日本の近世」 

　東京外国語大学教授　　　吉田ゆり子 

11月15日松　午後１時～４時30分 
　　16日掌　午前10時～午後２時30分 

12月20日松　午後１時～４時30分 
　　21日掌　午前10時～午後２時30分 

１月24日松　午後１時～４時30分 
　　25日掌　午前10時～午後２時30分 

３月27日松　午後１時～４時30分 
　　28日掌　午前10時～午後２時30分 

歴史研究所をオープンします 

■問合せ　地域史研究事業準備室　1（53）4670

市域をキャンパスとする「大学」レベルの歴史講座です。 
今年度後半の４講座を紹介します。 

　１枚の写真は、見る人に懐かしさを呼び起こすだけでなく、さまざまな
歴史的事象を読み解くための重要な史料でもあります。 
　今回は、これまでに収集した貴重な写真の中から、「街並み」「学校」「戦
争体験」などに焦点を当てて展示します。ぜひお立ち寄りください。 

歴
史
資
料
を
調
査
、
収
集
、

保
存
し
ま
す
。
調
査
に
は
市
民

の
皆
さ
ん
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、

所
内
に
は
閲
覧
・
交
流
ス
ペ
ー

ス
を
設
け
、
収
集
し
た
資
料
を

利
用
い
た
だ
け
る
環
境
を
整
え

ま
す
。 

研
究
員
を
配
置
し
、
収
集
し

た
史
料
を
基
に
、
専
門
的
な
見

地
か
ら
研
究
を
行
い
ま
す
。 

ま
た
、年
１
回
開
催
す
る
研
究

集
会
を
始
め
、一
般
の
研
究
活
動

に
対
す
る
助
成
や
、
外
部
か
ら
の

研
修
員
の
受
け
入
れ
な
ど
、対
外

的
な
交
流
を
深
め
ま
す
。 

調
査
、
研
究
、
教
育
を
行

う
人
材
の
育
成
を
目
指
し
て

い
ま
す
。 

「
飯
田
ア
カ
デ
ミ
ア
」
と
呼

ば
れ
る
大
学
レ
ベ
ル
の
講
義

を
年
８
回
開
催
す
る
ほ
か
、

市
民
を
対
象
と
し
た
「
歴
研

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」、
中
・
高
校
生

を
対
象
と
し
た
「
ジ
ュ
ニ
ア

ゼ
ミ
」
を
開
講
し
ま
す
。 

史
料
編
の
持
続
的
な
編
さ
ん

活
動
を
重
視
し
、
市
民
の
皆
さ

ん
に
最
新
の
研
究
成
果
を
お
届

け
し
ま
す
。 

歴
史
研
究
所
は
、
こ
の
よ
う
に
全
く
新
し
い

発
想
か
ら
立
ち
上
が
っ
た
、
全
国
的
に
も
例
の

な
い
事
業
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
の
事
業
を

発
展
さ
せ
る
た
め
に
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
や
、

市
の
内
外
に
お
け
る
諸
機
関
な
ど
と
の
連
携
が

不
可
欠
で
す
。 

美
術
博
物
館
や
中
央
図
書
館
な
ど
と
連
携
し

て
、
調
査
研
究
活
動
を
進
め
て
い
き
ま
す
。 

ま
た
、
外
部
と
の
関
係
で
は
、
大
学
の
研
究

室
と
も
連
携
を
取
り
、
研
究
員
の
相
互
派
遣
や
、

実
習
の
場
と
し
て
利
用
い
た
だ
く
こ
と
を
計
画

し
て
い
ま
す
。 

そ
し
て
市
民
研
究
者
や
研
究
団
体
、
学
習
グ

ル
ー
プ
の
方
々
と
の
協
働
、
連
携
を
も
っ
と
も

尊
重
し
ま
す
。 

 

こ
の
事
業
を
発
展
さ
せ
、飯
田
下
伊
那
の
人
々
、

そ
し
て
子
供
た
ち
が
主
体
的
に
参
加
し
、
創
造

的
に
活
動
で
き
る
よ
う
整
備
し
て
い
き
ま
す
。 

日　　　　　　程 講　座　内　容  会　　場 

美術博物館講堂 

りんご庁舎 

３階会議室 

教
材
の
作
成 

児
童
、
生
徒
の
た
め
の
歴

史
教
育
用
教
材
を
作
成
し
ま

す
。 

さん 

2003.11.1〔広報いいだ〕 ３



決
算
決
算 

平
成
十
四
年
度

平
成
十
四
年
度 

ま
と
ま
る

ま
と
ま
る 

産
業
振
興
と
福
祉
に
力
点

産
業
振
興
と
福
祉
に
力
点 

決
算 

平
成
十
四
年
度 

ま
と
ま
る 

産
業
振
興
と
福
祉
に
力
点 問

合
せ  

財
政
課  

内
線
２
２
３
１ 

　
市
は
平
成
14
年
度
に
定
め
た

「
飯
田
市
行
財
政
改
革
大
綱
」

を
推
進
す
る
た
め
、
平
成
14
年

度
か
ら
17
年
度
ま
で
を
新
た
な

財
政
改
革
期
間
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
期
間
中
「
起
債
制
限
比
率

は
13
％
台
前
半
を
堅
持
」
し
、

「
財
政
規
模
は
３
８
０
億
円
以

内
、
基
金
の
繰
り
入
れ
は
最
小

限
と
す
る
」
と
い
う
目
標
を
掲

げ
て
い
ま
す
が
、
平
成
14
年
度

は
こ
の
目
標
を
ほ
ぼ
達
成
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

平
成
14
年
度
の
一
般
会
計

の
歳
出
決
算
額
は
、
前
年
度

に
比
べ
て
10
・
０
％
減
の
３

７
９
億
円
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
昭
和
60
年
度
か
ら
行
っ

て
き
た
治
水
対
策
事
業
が
ほ

ぼ
完
成
し
、
建
設
事
業
費
が

大
幅
に
減
額
し
た
こ
と
に
よ

る
も
の
で
す
。 

平
成
14
年
度
は
産
業
振
興

と
福
祉
の
充
実
に
重
点
を
お

き
、
起
業
家
の
育
成
に
取
り

組
む
Ｎ
Ｐ
Ｏ
へ
の
支
援
、
地

元
中
小
企
業
向
け
の
金
融
政

策
に
力
を
入
れ
る
と
と
も
に
、

民
間
の
福
祉
団
体
の
活
動
に

積
極
的
な
助
成
を
行
い
ま
し

た
。
ま
た
市
民
の
念
願
で
も

あ
っ
た
菱
田
春
草
作
の
菊
慈

童
を
購
入
し
ま
し
た
。 

　
一
方
、
歳
入
に
つ
い
て
は
、

依
然
と
し
て
市
税
収
入
が
伸

び
悩
み
、
加
え
て
利
子
割
交

付
金
（
※
）
も
減
額
と
な
っ

た
こ
と
か
ら
、
前
年
度
対
比

９
・
８
％
の
減
と
な
り
、
結

果
と
し
て
基
金
を
取
り
崩
さ

ざ
る
を
得
な
い
状
況
で
し
た
。

し
か
し
最
終
的
に
は
歳
出
を

抑
制
し
た
こ
と
か
ら
、
２
億

円
程
度
の
最
小
限
の
基
金
の

繰
り
入
れ
に
と
ど
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。 

　
長
引
く
景
気
の
低
迷
や
国

の
「
三
位
一
体
の
改
革
」
の

動
向
が
未
だ
不
透
明
な
状
況

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
歳
入
の

大
き
な
伸
び
が
見
込
め
な
い

状
況
が
続
く
こ
と
が
予
想
さ

れ
ま
す
。 

　
今
後
と
も
着
実
に
行
財
政

改
革
に
取
り
組
む
中
で
、市
民

が
行
う
こ
と
、市
民
と
行
政
が

協
働
し
て
行
う
こ
と
、行
政
が

行
う
こ
と
を
明
確
に
し
た
上

で
、限
ら
れ
た
財
源
を
ど
の
よ

う
に
使
う
か
に
工
夫
と
努
力

を
重
ね
な
が
ら
効
率
的
な
財

政
運
営
に
努
め
ま
す
。 

※
郵
便
貯
金
や
銀
行
預
金
な
ど
の
利
子

　
に
対
し
て
課
税
さ
れ
た
都
道
府
県
税

　
の
う
ち
市
町
村
に
交
付
さ
れ
る
も
の
。 

行
財
政
改
革
の
状
況 

桐林屋根付多目的グラウンドを整備（ドームサンヒルズ） 

環境技術開発センターを整備 

多くの市民の皆さん、
関係者よりご協力を
いただき菱田春草作
「菊慈童」を購入 

歳出 
379億3,994万円 

歳入 
387億7,684万円 

分担金 
　負担金 

４〔広報いいだ〕2003.11.1 ４〔広報いいだ〕2003.4.1 ４



決
算 

平
成
十
四
年
度 

ま
と
ま
る 

産
業
振
興
と
福
祉
に
力
点 

会計別の収支 

平成14年度決算 

　
固
定
資
産
税
の
若
干
の
増

加
は
あ
る
も
の
の
、
市
民
税
、

特
に
法
人
市
民
税
が
減
少
し
、

市
税
全
体
で
は
２
・
７
％
の
減

額
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
市

税
と
並
び
市
の
重
要
な
収
入

で
あ
る
国
か
ら
交
付
さ
れ
る

地
方
交
付
税
も
５
・
８
％
の
減

額
と
な
り
ま
し
た
。 

　
さ
ら
に
利
子
割
交
付
金
に

つ
い
て
も
72
・
６
％
の
減
と
な

り
、
歳
入
の
大
き
な
減
額
要

因
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
一
方
、
起
債
の
借
り
入
れ
は
、

交
付
税
の
減
額
分
を
補
う
臨

時
財
政
対
策
債
の
借
り
入
れ

が
増
加
し
た
も
の
の
、
建
設

事
業
費
の
減
に
伴
い
34
・
３
％

の
大
幅
な
減
と
な
り
ま
し
た
。 

　
介
護
保
険
特
別
会
計
へ
の

繰
出
金
が
増
え
た
こ
と
に
よ

り
民
生
費
が
２
・
８
％
の
増
と

な
り
ま
し
た
。
ま
た
治
水
対

策
事
業
を
は
じ
め
、
下
久
堅
・

龍
江
間
の
ふ
る
さ
と
農
道
、

か
ざ
こ
し
子
ど
も
の
森
公
園

な
ど
の
大
型
建
設
事
業
が
完

了
し
た
こ
と
に
よ
り
、
農
林

水
産
業
費
と
土
木
費
に
つ
い

て
は
減
額
と
な
り
ま
し
た
。 

　
人
件
費
に
つ
い
て
は
、
職

員
給
与
は
減
っ
た
も
の
の
、

前
年
度
に
比
べ
て
退
職
者
が

増
加
し
た
た
め
１
・
９
％
の

増
額
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た

扶
助
費
は
６
・
２
％
の
増
と

な
り
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

過
去
に
借
り
入
れ
た
起
債
の

返
済
に
つ
い
て
は
６
・
５
％

減
少
し
、
今
後
も
順
次
減
少

し
て
い
く
見
込
み
で
す
。 

歳
　
入 

○審査の結果、一般会計及び各会計の決算諸表は、関係法令に沿っ
て作成されており、その内容は正確であり、会計事務処理手
続き、経営成績及び財政状態は、適正に表示されていること
を認めた。 

○財政運営は、所期の目的に沿って適正に執行され、行政水準
の向上に努めるとともに、実質収支の黒字を確保するなど、
成果を上げたことを認めた。 

○長引く不況の中で、税収の伸びは低迷し、交付金などの見通
しも更に厳しくなるものと予測される。今後とも、自主財源
の確保と負担公平の観点に立ち、適正な収入確保に努められ
ることを望む。 

☆なお、決算審査後、10月10日に議会の認定を受けました。 

監査委員からの意見 

歳
　
出 

監査委員　林　一守、西尾喜好 
■問合せ  監査委員事務局　内線3661

単位：万円 

歳出 
379億3,994万円 

歳出 
379億3,994万円 

民生費　 
82億9,390万円 
（21.9％） 

土木費　 
51億1,657万円 
（13.5％） 

公債費　 
56億7,394万円 
（15.0％） 

衛生費 

教育費 

総務費 

商工費　23億1,702万円（6.1％） 

農林水産業費　17億7,810万円（4.7％） 

諸支出金　13億1,664万円（3.5％） 

その他　6億6,801万円（1.7％） 

39億5,332万円（10.4％） 

38億5,061万円（10.1％） 

37億6,329万円（9.9％） 

歳入 
387億7,684万円 

歳入 
387億7,684万円 

市税　 
132億1,768万円 
（34.1％） 

地方交付税　 
93億1,365万円 
（24.0％） 

地方債 

諸収入 

国庫支出金 
25億2,493万円 
（6.5％） 

26億5,766万円（6.9％） 

25億8,210万円 
（6.7％） 

県支出金 

17億1,185万円（4.4％） 

繰入金 

16億2,785万円（4.2％） 

地方消費税交付金10億4,975万円（2.7％） 

繰越金8億2,317万円（2.1％） 

その他21億1,650万円（5.4％） 

 

分担金 
　負担金 
分担金 
　負担金 

11億5,170万円 
（3.0％） 

消防費　12億854万円（3.2％） 

会　　計　　名 歳入決算 歳出決算 

老 人 保 健 特 別 会 計  
介 護 保 険 特 別 会 計  
地方卸売市場事業特別会計  
駐 車 場 事 業 特 別 会 計  
墓 地 事 業 特 別 会 計  
簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計  
天竜川治水対策事業特別会計 
農業集落排水事業特別会計  
下 水 道 事 業 特 別 会 計  
介護老人保健施設事業特別会計 
上郷地区有線放送事業特別会計 

一　般　会　計 
事業勘定 
直診勘定 

国民健康保険特別会計 

収益的収支 
資本的収支 
収益的収支 
資本的収支 
収益的収支 
資本的収支 
収益的収支 
資本的収支 

病院事業会計 

特
　
　
別
　
　
会
　
　
計 

市立病院 

高松分院 

水道事業会計 

計 
合　　　　　　計 

387億7,684 
67億1,567 

51 
106億1,459 
54億7,781 

5,928 
2億741 
2,055 

8億6,570 
15億3,486 
12億2,070 
68億6,775 
2億5,280 
1,228 

96億4,606 
10億2,670 
86億5,762 
8億8,109 
9億8,844 
1億4,561 
15億6,762 
5億6,997 

466億6,026 
854億3,710

379億3,994 
62億7,849 

51 
106億1,459 
54億7,436 

5,881 
2億725 
1,896 

8億4,933 
15億3,027 
12億1,359 
67億7,811 
2億4,267 
1,192 

101億5,734 
18億8,394 
90億7,439 
16億2,178 
10億8,295 
2億6,216 
13億847 
10億9,638 
477億2,499 
856億6,493
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　９月２３日、今田人形の館で記念上演

が行われました。午後１時、「寿式三番

叟」で幕を開け、続いて今田人形座出

身の鶴沢清志郎（本名・沢柳春彦）さ

ん所属の大阪文楽、竜峡中学校今田

人形座の上演に、おひねりや声援が飛

びました。また、最後には３年にわたり準

備してきた喜劇「東海道中膝栗毛-赤

坂並木より古寺まで」が上演され、息の

あった掛け合いに、会場は笑いと拍手で

いっぱいでした。 

舞台と観客が一体に 
今田人形発祥300年 

　10月11日～12日、飯田運動公園で

行いました。飯田下伊那地区のさまざま

な団体が集合。日ごろの練習の成果を

発表した熱気あるステージや、季節の野

菜や果物、五平餅、漬け物などの特産

品の販売に、大勢の家族連れが集まり、

にぎわっていました。 

　ふるさとの「いいとこ」を再発見した２

日間でした。 

ふるさとの 
いいとこ再発見 

いいだ・しもいなフェスティバル 
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　10月18日～19日、文化会館で記念式

典と講演会、飯田東中学校で記念学芸

会が行われました。並木を育てるための努

力や苦労、それを支えた方々の温かい気

持ちを振り返り、あらためて、50年という歴

史の重みを感じました。現在でも、生徒た

ちの「学び」の場であるりんご並木、そして

私たちのシンボルりんご並木を大切にす

るまちであり続けたいと思います。 

りんご並木50周年事業 

50年の実りここに 

　10月16日、城下グラウンドで行われました。晴れわ

たる秋空のもと、さまざまな種目にチャレンジしていまし

た。拍手あり、笑顔あり、いい汗をかいて、「スポーツの

秋」にふさわしい１日でした。 

　国内の74市町村で構成する「環境自治体会議」

の全国会議を、来年5月26日から3日間飯田市で開

催します。9月26日、市民や団体、事業所などでつくる

実行委員会が発足し、準備が始まりました。 

環境自治体会議飯田会議 

実行委員会発足 
高齢者スポーツ大会 

いい汗かいたに 
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養
生
訓 

現
代
版 

現
代
版 

トーク 

　「ノーマライゼーシ

ョン」という言葉を

ご存じですか。 

　「年齢や障害にかか

わらず、全ての人が

同じ人間として共に

地域で生活できるようにする」という、福祉の考え方を

表す言葉です。 

　「久堅農園」は、平成9年10月、農業生産を中心に行

う共同作業所として下久堅の柿野沢に開所し、全国的

にも注目されました。 

　平成14年10月には、更に安定した経営のため、長

野県知的障害者育成会が運営主体となり、国から小規

模通所授産施設の認可を受けました。現在は、隣接

する「柿野沢生活寮」の方を中心に、10人の障害者

が働いています。 

　地域の方々に支えられながら、明るい家庭的な雰

囲気の中で、米や野菜の栽培、干し柿作り、竹細工

制作など、農園の職員も一体となって行っています。

　久堅農園は、働くことの楽しさや喜びをみんなで

分かち合い、夢と希望のあ

ふれる施設を目指してい

ます。お近くにお寄りの際

はぜひお越しください。 

喜びを分かち合って 

小規模通所授産施設　久堅農園 施設の紹介 

■問合せ 
　久堅農園 1（29）8776

　
季
節
は
冬
に
な
ろ
う
と
し
て

い
ま
す
。
今
年
も
ま
た
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
が
流
行
す
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。 

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
普
通
の

か
ぜ
と
は
異
な
り
ま
す
。
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
る
と
39
℃

以
上
の
発
熱
が
続
き
ま
す
。
頭

痛
、
関
節
痛
、
筋
肉
痛
な
ど
全
身

の
症
状
が
強
く
、
の
ど
の
痛
み
、

鼻
汁
な
ど
の
症
状
も
見
ら
れ
ま

す
。
更
に
、
気
管
支
炎
、
肺
炎
な

ど
を
併
発
し
、
重
症
化
す
る
こ

と
が
多
い
の
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
特
徴
で
す
。
ま
た
、
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
は
流
行
が
始
ま
る
と
、

短
期
間
に
小
児
か
ら
高
齢
者
ま

で
膨
大
な
数
の
人
を
巻
き
込
む

と
い
う
点
で
普
通
の
か
ぜ
と
は

異
な
り
ま
す
。 

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染
予

防
に
は
、
常
日
頃
か
ら
充
分
な

栄
養
や
休
息
を
と
る
よ
う
に
心

が
け
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
外
出

時
に
は
マ
ス
ク
を
使
用
し
、
人

混
み
を
避
け
る
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。
帰
宅
し
た
ら
、
う
が
い
・

手
洗
い
を
し
っ
か
り
と
行
い
ま

し
ょ
う
。
部
屋
を
暖
め
、
加
湿
す

る
の
も
有
効
で
す
。 

　
予
防
接
種
も
有
効
で
す
。
65

歳
以
上
の
方
や
慢
性
疾
患
の
方

は
重
症
化
す
る
率
が
高
く
な
る

た
め
予
防
接
種
を
勧
め
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
に
対
す
る
抵
抗
力
が

付
く
ま
で
に
は
約
２
週
間
か
か

り
ま
す
。
有
効
性
を
高
め
る
た

め
に
、
12
月
中
旬
ま
で
に
は
接

種
を
受
け
て
お
く
こ
と
が
必
要

で
す
。 

　
病
気
は
か
か
っ
て
し
ま
う
前

の
予
防
が
大
切
で
す
。
こ
の
冬

を
気
持
ち
よ
く
過
ご
せ
る
よ
う
、

今
か
ら
で
き
る
こ
と
を
始
め
て

く
だ
さ
い
。 

　
も
し
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

か
か
っ
て
し
ま
っ
て
も
24
〜
48

時
間
以
内
に
内
服
を
開
始
す
る

と
症
状
が
軽
く
な
る
薬
が
あ
り

ま
す
。
体
調
が
悪
く
な
っ
た
ら
、

早
め
に
最
寄
り
の
医
療
機
関
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

市立病院　内科 
白籏　久美子　医師 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ 
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日ごろ感じていること、市政に対するご意見・ご質問、 
「広報いいだ」の感想など、広報広聴係までお寄せください。 

トーク や ま び こ トーク や ま び こ トーク や ま び こ トーク や ま び こ トーク や ま び こ トーク や ま び こ トーク や ま び こ 
毎月市民の皆さんに、 
1.私の健康法 
2.感動したこと 
3.今がんばっていること 
4.まちづくりへの提言 

４つの項目の中から選んで語っていただき、次の方に 
バトンタッチする「リレートーク」です。 
次はあなたの番かも・・・ 

“お出かけて” 

　伊那谷文化芸術祭は、飯田文化協会
の最大事業で飯田文化会館が共催、そ
の運営は出演者自らが行うこととして
います。 
　第17回を数える今年も、90団体、出
演者数2,400人余が、11月の４日間に
わたって、飯田文化会館・人形劇場を
ステージに舞台芸術を繰り広げること
となりました。この間の鑑賞者数を約
7,500人と見込んでいますので、総勢
10,000人の文化芸術祭となります。 
　舞台芸術のジャンルは、器楽、邦
楽、吹奏楽、合唱、ダンス、舞踊、オ
ペレッタ、人形劇、演劇、そのほかの
バリエーション豊かなステージを日曜
日ごとに楽しむことができます。出演

者も、幼稚園・保育園児、児童・生徒
から高齢者までと幅広く、この４日間
は毎年、発表の場のみならず、参加す
る方々、鑑賞する方々の交流の場とも
なっています。 
　個性あふれる「伊那谷文化芸術祭」
に、皆様のご来場を心からお待ち申し
上げております。 
 

飯田文化協会事務局長　井坪隆 さん 

　わたしの将来の夢は、気象予報士になる

ことです。 

　昨年７月オープンした、かわらんべ（天

竜川総合学習館）では毎週土曜日にいろい

ろな講座があります。わたしは、その講座

のときに雲の種類を学んだり、天気図を描

いたりしました。天気図と言っても、講座

でやったのは、等圧線と前線だけです。天

気図は等圧線と前線だけではありません。 

　これからも、天気について、かわらんべ

の講座でたくさん学んでいきたいと思い

ます。 

わたしの夢 
今村早也香 さん（川路小６年） 

今頑張っていること 
　定年退職を期に仕事とは別の世界で役に立てる事はないだ

ろうか？模索する中「読みきかせボランティア」に出会う。こ

れだ！！半年夢中で受講に励み、24人の仲間と、おはなしく

らぶ「おおきな木」というグループをつくって満１年。 

　多数の保育園や福祉施設からの定期的なお招きに感謝しつ

つ、子どもたちと一緒に絵

本の世界に入り楽しんで

います。子どもに笑顔とパ

ワーをもらい充実感に浸

り、選書やリハーサル、研

修にも夢を膨らませてい

ます。 

加藤静夫 さん（鼎） 

先月の菅沼津矢子（上郷） さんから 
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市
政
の
各
分
野
で
顕
著
な
功
績
の

あ
っ
た
個
人
や
団
体
を
表
彰
す
る
市

政
功
労
者
表
彰
式
が
十
月
一
日
に
行

わ
れ
、
市
長
か
ら
表
彰
状
感
謝
状
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。 （順

不
同
・
敬
称
略
） 

１５ 

木
下
　
昭
一 

市
議
会
議
員
を
永
く
勤
め
ら
れ
た 

下
平
　
政
幸 

市
議
会
議
員
を
永
く
勤
め
ら
れ
た 

久
保
田
平
八
郎
市
議
会
議
員
を
永
く
勤
め
ら
れ
た 

菅
沼
　
立
男 

市
議
会
議
員
を
永
く
勤
め
ら
れ
た 

柄
澤
　
紀
春 

市
議
会
議
員
を
永
く
勤
め
ら
れ
た 

井
坪
　
　
隆 

市
議
会
議
員
を
永
く
勤
め
ら
れ
た 

鈴
木
　
藤
雄 

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
を
永
く
勤
め
ら
れ
た 

松
島
　
金
男 

財
産
区
議
員
を
永
く
勤
め
ら
れ
た 

小
川
　
重
子 

少
年
補
導
委
員
を
永
く
勤
め
ら
れ
た 

湯
浅
平
八
郎 

少
年
補
導
委
員
を
永
く
勤
め
ら
れ
た 

棚
田
　
好
實 

嘱
託
員
を
永
く
勤
め
ら
れ
た 

松
本
　
　
昇 

嘱
託
員
を
永
く
勤
め
ら
れ
た 

横
前
美
津
子 

嘱
託
員
を
永
く
勤
め
ら
れ
た 

甕
　
　
幸
子 

嘱
託
員
を
永
く
勤
め
ら
れ
た 

市
瀬
　
武
彦 

学
校
医
を
永
く
勤
め
ら
れ
た 

渡
辺
　
敏
子 
学
校
医
を
永
く
勤
め
ら
れ
た 

春
草
作
品
「
菊
慈
童
」
の
購
入
を
願
う
市
民
会
議 

芸
術
文
化
の
向
上
に
寄
与
さ
れ
た 

梓
観
光
物
産
協
同
組
合
理
事
長 

松
下
　
英
一
　
社
会
福
祉
の
増
進
に
寄
与
さ
れ
た 

飯
伊
美
術
家
美
術
団
体
の
会 

美
術
品
購
入
の
た
め
多
額
の
寄
附
を
さ
れ
た 

春
　
草
　
会 

美
術
品
購
入
の
た
め
多
額
の
寄
附
を
さ
れ
た 

医
療
法
人
栗
山
会
飯
田
病
院
理
事
長 

原
　
　
正
中
　
美
術
品
購
入
の
た
め
多
額
の
寄
附
を
さ
れ
た 

飯
田
信
用
金
庫
理
事
長 

土
屋
　
章
尋
　
美
術
品
購
入
の
た
め
多
額
の
寄
附
を
さ
れ
た 

伊
藤
　
貞
夫 

図
書
館
充
実
の
た
め
多
額
の
寄
附
を
さ
れ
た 

井
上
　
　
正 

美
術
品
購
入
の
た
め
多
額
の
寄
附
を
さ
れ
た 

長
野
県
教
職
員
組
合
下
伊
那
支
部 

美
術
品
購
入
の
た
め
多
額
の
寄
附
を
さ
れ
た 

松
尾
地
区
自
治
会
　
教
育
振
興
の
た
め
松
尾
小
学
校
へ
備
品

を
寄
附
さ
れ
た 

み
な
み
信
州
農
業
協
同
組
合
代
表
理
事
組
合
長 

宮
澤
　
　
惇
　
美
術
品
購
入
の
た
め
多
額
の
寄
附
を
さ
れ
た 

飯
田
商
工
会
議
所
会
頭 

伊
藤
　
　
篤
　
美
術
品
購
入
の
た
め
多
額
の
寄
附
を
さ
れ
た 

パ
チ
ン
コ
ダ
イ
エ
ー
グ
ル
ー
プ
代
表
取
締
役 

若
杉
　
　
渉
　
社
会
福
祉
向
上
の
た
め
多
額
の
寄
附
を
さ
れ
た 

伊
藤
　
　
篤 

美
術
品
購
入
の
た
め
多
額
の
寄
附
を
さ
れ
た 

龍
門
寺
代
表
役
員 

大
崎
　
晃
永 

文
化
財
と
し
て
土
地
を
寄
附
さ
れ
た 

田
中
　
俊
代 

美
術
博
物
館
の
資
料
と
し
て
蔵
書
を
寄
附
さ
れ
た 

伊
那
史
学
会 

美
術
品
購
入
の
た
め
多
額
の
寄
附
を
さ
れ
た 

株
式
会
社
平
安
閣
代
表
取
締
役 

田
中
　
建
次 

美
術
品
購
入
の
た
め
多
額
の
寄
附
を
さ
れ
た 

武
井
　
幸
子 

美
術
博
物
館
の
資
料
と
し
て
蔵
書
を
寄
附
さ
れ
た 

木
下
　
長
志 

育
英
資
金
と
し
て
多
額
の
寄
附
を
さ
れ
た 

綿
半
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社 

野
原
産
業
株
式
会
社 

 

育
英
資
金
と
し
て
多
額
の
寄
附
を
さ
れ
た 

江
取
　
義
直 

社
会
福
祉
向
上
の
た
め
多
額
の
寄
附
を
さ
れ
た 

松
村
　
弘
芳 

育
英
資
金
と
し
て
多
額
の
寄
附
を
さ
れ
た 
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かわらんべ 
天竜川総合学習館 

通信 

通信 

★このほかにも、平日や週末に楽しい行事を予定しています。 
○森森大学院　飯田の自然、歴史、文化を学ぶ講座。英会話
　など、実技講座もあります。 
○森森子ども大学　スタッフと一緒に自然にふれてみよう。 

これからの講座予定 
●11月18日（火）「秋の星座と流星」18：30～20：00 
　　しし座流星群の極大日です。秋の星座観測と、運がよ
ければ流れ星も見ることができるでしょう。 
●11月22日（土）「秋の鳥」9：00～11：00 
　　四季を通した野鳥観察の講座です。信州野鳥の会によ
る鳥類標識調査で、野鳥を間近で観察します。 
●11月29日（土） 
　「クリスマスリースの飾り付け」9：00～11：00 
　　10月18日との連続講座です。前回作ったリースの土台に、
河原で取れる材料できれいに飾り付けをします。 
●12月6日（土） 
　「天竜川の流れた跡をみる」9：00～11：00 
　　大昔天竜川が流れていたところは今は高い崖の上です。
天竜峡を巡りながら、川が流れていた証拠である“ポッ
トホール”を観察します。 
●12月13日（土）「凧を作る」9：00～11：00 
　　竹ひごで凧を作ります。今回は連凧にチャレンジです。
みんなで作った凧を連ねて、大空に飛ばします。 
●12月20日（土）「お正月の用意」9：00～11：00 
　　今年最後の講座は、やはりお正月の飾り“おやす・し
め縄”を作ります。南信州の伝統文化を残していきます。 

■申込・問合せ 
　かわらんべ 
　1（27）6115http://www.tenjo.go.jp/kawaranbe/

　９月 28日（日）に森森探検隊で、子どもたちとおしぼら池
の調査を行いました。当日は、特別講師として前公園事務
局長の澤畠拓夫さん（現在は「森の学校」キョロロ）を招
き、おしぼら池の動植物環境についてのお話を聞き現地調

査を行いました。昨年の水
辺の広場開園時に池へ戻し
たドブガイたちは元気に育
っており、エビや小魚たち
もたくさん増え、池のほと
りに植えたハナノキやミズ
ナラも順調に成長していま
した。生き物が豊かに増え
ていくおしぼら池の将来
が楽しみです。 

ー森森探検隊ー　おしぼら池の探検 

11月の予定 
●後藤道夫先生の理科実験ミュージアム 
　11月１日（土）、２日（日）、８日（土）、15日（土）、22日（土）、23日（日）、　
　29日（土）、30日（日）　10：00～15：00　場所：おいで館 
■問合せ　教育委員会  学校教育課  1(22)4511  内線2576

●木の工房・土の工房ワークショップ　 
　毎週土曜日・日曜日　午後1：30～ 
　いろいろな体験活動を予定しています。お楽しみに。 
○また、団体での体験活動も受け付けます。気軽にお問い合
　わせください。 

●絵本の読みきかせ 
　毎週日曜日　13：30～14：00　場所：かざこしなかまの館 
　ボランティア団体モンクールさんが読んでくれます。 
●焼き芋大会 
　毎週日曜日（雨天の場合は中止） 
　落ち葉が落ち始めたら、焼き芋の季節です。みんなで公
　園の落ち葉を集めて焼き芋をしましょう。参加費は100円
　程度です。 
 
 

　●9月23日（秋分の日）
「ダムに流れ着くゴミ」
　ダムには、年間でおよ
そドラム缶600缶分のご
みが流れ着くそうです。
中部電力（株）のご協力で
泰阜ダムを見学し、ゴミ
処理について教えていた
だきました。 

これまでの講座から 

★天竜川ものがたり大募集中！ 
　天竜川流域に実際に伝わる伝説をもとに、創作絵本を作
りませんか？締め切りは12月25日（木）です。まずは詳し
い募集要項を、「かわらんべ」かホームページでお求め
ください。優秀賞は館内展示、景品もあります！ 

 

■問合せ　かざこし子どもの森公園管理事務局 
　http://www.dia.janis.or.jp/̃kazetaro/  1（59）8080

三
遠
南
信
通
信

三
遠
南
信
通
信 

三
遠
南
信
通
信

三
遠
南
信
通
信 

広報 

遠
州
灘

遠
州
灘 

天
然
と
ら
ふ
ぐ
祭
り

天
然
と
ら
ふ
ぐ
祭
り 

三
市
合
同
企
画
第
二
十
七
回 

◆はままつ冬の蛍フェスタ2003（浜松市）浜松市中心市街地活性化事務局 
 1053（457）2298　http://www.fuyuhota.com 
◆遠州灘天然とらふぐ祭り（浜松市）遠州灘沖ふぐ加工協同組合 
　1053（487）1116　http://www.kanzanji.gr.jp/

問
合
せ 

浜
松
市 

浜
松
の
冬
の
風
物
詩
「
は
ま
ま
つ
冬

の
蛍
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
３
」
が
来
年
の

１
月
10
日
　
ま
で
市
中
心
部
で
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。
今
年
の
冬
は
、
光
の
ア

ー
ト
、
光
の
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
に

よ
っ
て
、
街
を
彩
り
ま
す
。 

11
月
21
日
　
か
ら
は
鍛
冶
町
通
り
の

街
路
樹
を
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
飾
り

ま
す
。
ま
た
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
期
間
の

12
月
12
日
　
か
ら
１
月
10
日
　
ま
で
は
、

高
さ
27
ｍ
の
シ
ン
ボ
ル
ツ
リ
ー
に
雪
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
フ

ラ
ッ
シ
ュ
ラ
イ
ト
と
ス
ノ
ー
フ
レ
ー
ク
が
舞
い
踊
り
ま
す
。

ま
た
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
使
っ
た
光
の
オ
ブ
ジ
ェ
も
登
場
。

幻
想
的
な
光
に
包
ま
れ
た
空
間
に
誰
も
が
感
動
す
る
こ
と
で

し
ょ
う
。
そ
の
ほ
か
に
も
、
中
心
部
の
飲
食
店
が
そ
れ
ぞ
れ

工
夫
を
凝
ら
し
た
冬
の
蛍
メ
ニ
ュ
ー(

11
月
上
旬
か
ら
12
月
24

日
　
ま
で)

も
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。
ご
家
族
で
、
友
達

同
士
な
ど
で
出
掛
け
て
み
ま
せ
ん
か
。 遠

州
灘
で
水
揚
げ
さ
れ

る
天
然
と
ら
ふ
ぐ
を
う
な

ぎ
に
続
く
地
元
特
産
品
に

し
よ
う
と
、
舘
山
寺
温
泉
を

中
心
に
旅
館
・
ホ
テ
ル
な
ど

で
「
遠
州
灘
天
然
と
ら
ふ
ぐ

祭
り
」
が
今
年
の
12
月
か
ら

来
年
２
月
ま
で
開
催
さ
れ
ま

す
。 地

元
産
・
地
元
加
工
の

た
め
鮮
度
の
高
さ
は
も
ち
ろ

ん
、
割
安
価
格
で
提
供
さ
れ

ま
す
。
遠
州
灘
沖
獲
れ
た
て

の
天
然
と
ら
ふ
ぐ
を
ぜ
ひ
味

わ
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

遠
州
灘 

天
然
と
ら
ふ
ぐ
祭
り 

（土） 

（土） 

（金） 

（金） 

（水） 

遠
州
遠
州 
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お
知
ら
せ 
お
知
ら
せ 

　

今
年
の
１
月
１
日
か
ら　

月
１０

６
日
ま
で
の
飯
田
市
の
火
災
発

生
件
数
は　

件
で
、
そ
の
う
ち

３４

建
物
火
災
が　

件
、
死
者
が
１

３０

人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

特
に
こ
れ
か
ら
は
、
暖
房
器

具
な
ど
を
使
う
機
会
が
多
く
な

り
、
空
気
も
乾
燥
し
、
風
も
強

く
な
る
な
ど
、
火
災
が
発
生
し

や
す
い
季
節
と
な
り
ま
す
。

　
　

月
９
日
�
〜　

日
�
は
、

１１

１５

「
そ
の
油
断　

火
か
ら
炎
へ　

災

い
へ
」
を
統
一
標
語
に
、「
秋

の
火
災
予
防
運
動
」
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
期
間
中
は
、
消
防

団
員
に
よ
る
各
家
庭
へ
の
訪
問

な
ど
も
行
い
ま
す
。

▼
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

○
家
の
ま
わ
り
に
燃
え
や
す
い

も
の
を
置
か
な
い

○
寝
タ
バ
コ
や
タ
バ
コ
の
投
げ

捨
て
は
し
な
い

○
天
ぷ
ら
を
揚
げ
る
と
き
は
、

そ
の
場
を
離
れ
な
い

○
風
の
強
い
と
き
は
、
た
き
火

を
し
な
い

○
子
ど
も
に
は
、
マ
ッ
チ
や
ラ

イ
タ
ー
で
遊
ば
せ
な
い

○
電
気
器
具
は
正
し
く
使
い
、

た
こ
足
配
線
は
し
な
い

○
ス
ト
ー
ブ
に
は
、
燃
え
や
す

い
も
の
を
近
づ
け
な
い

▼
問
合
せ

　

広
域
消
防
本
部　

予
防
課

　

�（
２
３
）６
０
０
２

　
　

月　

日
�
〜　

日
�
は
、

１１

１２

２５

「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く

す
週
間
」
で
す
。

　

夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
女

性
に
対
す
る
暴
力
、
性
犯
罪
、

買
売
春
、
セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為

な
ど
は
、
決
し
て
許
さ
れ
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
ぜ
ひ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ　

男
女
共
同
参
画
課

内
線
５
３
５
１

▼
対
象
者　

来
年
３
月
末
に
大

学
、
短
大
、
専
修
学
校
等
を

卒
業
す
る
予
定
の
方
。

▼
日
時　
　

月　

日
�

１１

２１

　

午
後
１
時
〜
４
時

▼
場
所

　

地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

▼
問
合
せ

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
飯
田

　

�（
２
４
）８
６
０
９

　

市
内
の
ひ
と
り
親
家
庭
な
ど

を
対
象
に
、
リ
ー
ス
作
り
と
お

や
つ
作
り
を
行
い
ま
す
。
親
子

で
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　
　

月　

日
�

１１

３０

　

午
前
９
時　

分
〜
午
後
１
時

３０

▼
場
所

　

鼎
公
民
館
大
会
議
室

▼
持
ち
物

は
さ
み
、
鉛
筆
、
新
聞
紙
１

日
分
、
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

ス
リ
ッ
パ
。

▼
受
講
料　

無
料

▼
申
込
方
法

　

月　

日
�
ま
で
に
、
電
話

１１

２０

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
・
問
合
せ　

児
童
課

　

家
庭
係　

内
線
５
３
４
７

▼
折
り
込
み
日　
　

月
５
日
�

１１

▼
折
り
込
み
新
聞

信
濃
毎
日
、
中
日
、
朝
日
、

読
売
、
毎
日
、
日
本
経
済
、

産
経
の
各
新
聞
の
朝
刊

※
市
役
所
、
支
所
、
公
民
館
、

郵
便
局
（
簡
易
郵
便
局
を
除

く
）、新
聞
販
売
店
な
ど
に
も

選
挙
公
報
を
備
え
置
き
ま
す

の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
折
り
込
み
新
聞
を
購
読
さ
れ

て
い
な
い
世
帯
で
、
選
挙
公

報
の
郵
送
を
希
望
さ
れ
る
場

合
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ　

選
挙
管
理
委
員
会

　

内
線
５
６
３
３

秋
の
火
災
予
防
運
動

女
性
に
対
す
る
暴
力

根
絶
の
た
め
に

選
挙
公
報
は
新
聞
折

り
込
み
で
配
布
し
ま
す

新
規
卒
業
者
対
象

就
職
面
接
会

動物園の 
休園日 

■問合せ  動物園 
22-0416

  
  

11月  4日（火） ◆  6日（木） 

　◆10日（月） ◆17日（月） 

　◆25日（火） ◆27日（木） 

親
子
い
き
い
き
事
業

11月9日（日） 
投票時間　午前７時～午後８時 

■問合せ　選挙管理委員会　内線5633

 

 
  時間：午前８時30分～午後８時 
場所：市役所議会棟１階　第２委員会室 

不在者投票　10月28日（火）～11月８日（土） 
　　　　　　　　 （最高裁国民審査は11月２日（日）～） 
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11月の納税 

国民健康保険税 
（11月分） 

  

12月１日（月）   

税金は納期限までに 
納 め ま し ょ う  

税目 

納期 

▼
対
象
者

　

お
お
む
ね　

歳
以
上
の
方
。

６０

▼
期
間

　

月　

日
〜
３
月　

日
ま
で

１１

２９

２７

の
毎
週
土
曜
日
（
全　

回
）

１６

▼
時
間　

午
前　

時
〜
正
午

１０

▼
場
所　

飯
田
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

専
門
学
校
（
松
尾
明
）

▼
内
容　

ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
・

　

ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
・
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
基
礎
。

▼
受
講
料　

１
万
６
千
円

　
（
テ
キ
ス
ト
代
別
）

▼
定
員　
　

人
２０

▼
申
込
方
法

　

月　

日
�
ま
で
に
電
話
で

１１

２０

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
（
申
込
者
多
数
の
場
合
抽
選
）

▼
申
込
・
問
合
せ

　

介
護
高
齢
課　

高
齢
者
係

　

内
線　

５
３
８
２

　

上
郷
考
古
博
物
館
で
は
、　
１１

月　

日
�
ま
で
開
催
の
、
秋
季

１６
展
示
「
古
墳
人
の
ア
ク
セ
サ

リ
ー
」－

長
野
県
に
お
け
る
古

墳
時
代
の
装
身
具－

に
併
せ
、

秋
季
展
示
講
座
を
開
講
し
ま
す
。

ま
た
、
最
終
日
に
は
、
展
示
解

説
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
秋
季
展
示
講
座

○
日
時　
　

月　

日
�

１１

１５

　

午
後
１
時　

分
〜
３
時

３０

○
場
所　

　

上
郷
考
古
博
物
館
会
議
室

○
演
題

　

古
墳
時
代
の
祭
祀
と
装
身
具

○
講
師　

桜
井
秀
雄
氏
（
長
野
県
埋
蔵

文
化
財
セ
ン
タ
ー
）

○
受
講
料　

無
料

▼
展
示
解
説
会

○
日
時　
　

月　

日
�

１１

１６

　

午
前　

時　

分
か
ら
と

１０

３０

　

午
後
２
時
か
ら
の
２
回

○
場
所　

上
郷
考
古
博
物
館
特

別
展
示
室

▼
問
合
せ　

上
郷
考
古
博
物
館

　

�（
５
３
）３
７
５
５

　

飯
田
市
環
境
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

連
絡
会
で
は
、
市
民
向
け
の
環

境
学
習
講
座
を
年
４
回
開
催
し

ま
す
。

　

今
回
は
第
３
回
と
第
４
回
の

ご
案
内
を
し
ま
す
。
事
前
の
申

し
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。　

シ
ル
バ
ー

パ
ソ
コ
ン
教
室

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
第
３
回
「
毛
賀
沢
川
の
水
質

か
ら
見
え
る
も
の
」

○
日
時　
　

月
８
日
�

１１

　

午
前　

時　

分
〜
正
午

１０

３０

（
生
活
と
環
境
ま
つ
り
に
併

せ
て
実
施
）

○
内
容　

毎
年
の
水
質
検
査
の

結
果
か
ら
、
環
境
問
題
に
見

る
河
川
の
役
割
を
考
え
ま
す

▼
第
４
回
「
ビ
オ
ト
ー
プ
の
中

に
生
息
す
る
身
近
な
生
き
物
、

そ
の
生
態
の
不
思
議
」

○
日
時　
　

月　

日
�

１１

２３

　

午
前　

時　

分
〜

１０

３０

　

午
後
０
時　

分
３０

○
内
容　

身
近
な
生
き
物
の
姿

を
ス
ラ
イ
ド
で
紹
介
し
、
意

見
交
換
を
し
ま
す

▼
場
所

　

鼎
公
民
館
３
階
学
習
室

▼
受
講
料　

無
料

▼
問
合
せ　

環
境
保
全
課

　

内
線　

５
２
４
６

環
境
学
習
講
座

市長の留守番電話 23－8181
市民の皆さんのご意見 
ご相談をいつでもお受 
けします。 

各種相談所　相談は無料、秘密は厳守お気軽にご相談ください
問合せ場　　所日　　時相 談 名

社会福祉協議会

�53－3180

さんとぴあ飯田
（福祉会館・東栄町）

※法律相談は予
約制、電話で
申し込んでく
ださい。

※結婚相談は本
人の相談を原
則とします。
写真１枚必要
です。

毎週火曜日
１３：００～１６：００
受付１５：００まで

特 別
心 配 ご
と 相 談

毎週月～金曜日
９：００～１７：００

一 般

１１月１４日（金）
１３：００～１７：００

法 律 相 談
（現在係争中のものは除く）

１１月８日（土）
１１月１８日（火）
１１月２８日（金）
１３：３０～１６：３０
受付１５：００まで

結 婚 相 談

毎週月～金曜日
９：００～１８：００

ボ ラ ン テ ィ ア
相 談

庶　務　課
内線2111

りんご庁舎３階
１１月１１日（火）
１３：００～１６：００

行 政 相 談

交通防災課�22－4511
内線2436

毎週月～金曜日
９：００～１７：００

簡 易 交 通 事 故
相 談

教育委員会
内線3581
専用電話
�53－8730
FAX53－8730

教育委員会

毎週月～金曜日
９：００～１７：００

教 育 相 談

毎週月～金曜日
９：００～１７：００

か け こ み
教 育 相 談

税　務　課
内線5141

市役所本庁
１１月２１日（金）
１０：００～１５：００

税 務 相 談

問合せ場　　所日　　時相 談 名

家庭児童相談室
内線５３４４

りんご庁舎２階
毎週月～金曜日
９：００～１７：００

家 庭 児 童 相 談
（ 電 話 で も 可 ）

�52－0633専用電話
毎週木曜日
９：００～１１：３０

電 話 乳 幼 児
育 児 相 談

飯田中央保育園
�22－4133

飯田中央保育園
（地域子育支援センター）

毎週月～金曜日
９：００～１７：００
毎週土曜日
９：００～１４：００

子 育 て 相 談

保健課　内線5514
市保健センター
※予約制（市役所隣）

１１月１１日（火）
１３：３０～１６：００

痴 ほ う 相 談

ハーネット・いいだ
�56－4474

さんとぴあ飯田
（福祉会館1階・東栄町）

毎週月～土曜日
９：００～１７：４５
�第１水曜日のみ��　　　　　　　�
� 17：30まで �

障 害 者 並 び に
ご 家 族 の 相 談

保健課　内線5514
市保健センター
各支所　　　　

毎週月～金曜日
９：００～１７：００

心と体の悩みごと

児童課　内線5347りんご庁舎２階
毎週月～金曜日
９：００～１７：００

悩 み ご と女
性
の
た
め
の
相
談

男女共同参画課
内線5351
（要予約）

りんご庁舎３階

１１月１２日（水）
１３：３０～１７：００

婦 人 相 談 員
の 専 門 相 談

１１月１８日（火）
１３：３０～１６：３０

法 律 相 談

上
郷
考
古
博
物
館

秋
季
展
示
講
座
・
解
説
会
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飯田市の人口（10/1現在）■人口＝106,347人（前月比+56）男51,005人／女55,342人  ■世帯＝35,667戸（前月比+21） 

展示期間 １１月１６日（日）まで

第17回伊那谷文化芸術祭 

飯田市指定文化財（天然記念物　植物） 

正永寺原の公孫樹（しょうえいじばら の イチョウ） 
正永町2丁目1499－3　今村 光伸　方 
胸高周囲5.8ｍ、樹高40ｍ、推定樹齢450年の雌の木。
室町時代に植えられたと言われている。腐食部分に寄生
して生える植物に混じってイチョウの雄木が生長している
のも珍しい。 

●開館時間 午前9時半～午後5時（入館は4時半まで） 

●休 館 日 毎週月曜日（祝日の場合は翌日） 

●観 覧 料 一般310円（210円）、高校生200円（150円）、 

 小中学生100円（80円）※（ ）内は20人以上の団体 

１１月９日A・１６日A・２３日A・２４日B

 　開場9：30　開演10：00 
  飯田文化会館ホール●飯田人形劇場 

コンサート　ア・ラ・カルト 
「クリスマスコンサート」 
１２月１４日A●ホテルニューシルクロビー 

木
村
武
山
筆
「
後
赤
壁
之
図
」 

明
治
30
年
代
後
半
〜
40
年
代
頃 

地元で活動されているグループが一堂に会し、日頃の練
習の成果を発表します。 
出　演 邦楽、合唱、吹奏楽、人形劇、和太鼓、演劇 
 ダンス、器楽、オペレッタ・ミュージカルほか 
チケット ●前売り：400円　当日：500円 
 　（全席自由）文化会館で発売中 

所蔵日本画選II
　赤壁とは、中国湖北省黄岡県にあり、長江に面した名勝地のこ
とをいいます。宋時代の詩人・蘇東坡の「前赤壁賦」と「後赤壁
賦」でよく知られますが、本図はその後者に取材した作品です。
「後赤壁」を画題とする場合、通例ならば江上の舟より赤壁を望
む図を描くのが常ですが、木村武山の描く本図は詩の前段で、月
あかりの下を赤壁に向かって歩く場面を描きます。 
　武山や菱田春草が属した日本美術院では、旧来の画題の形式に
こだわらず、自由な発想のもとで作品を制作していました。本作
もその影響下による作品で、春草や大観にも類似した作例が見ら
れます。 

☆同時展示 
○須田剋太の世界 
　11月30日（日）まで 
○綿半野原コレクション 
　－明代の陶磁器－ 
　１月25日（日）まで 

☆詳細については、12/1号でお知らせします。 


